
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

　

旧
年
中
は
、
本
会
の
事
業
運
営
に

対
し
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

　

昨
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
我
が

国
経
済
は
、
都
市

部
の
大
企
業
を
中

心
に
企
業
収
益
と

雇
用
情
勢
の
改
善

が
続
き
、
緩
や
か

な
回
復
基
調
に
あ

り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
地
方

に
お
い
て
は
、
人

口
減
少
に
伴
う
働
き
手
の
不
足
や
域

内
消
費
の
縮
小
、
後
継
者
の
不
足
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
本
県

で
は
、
霧
島
連
山
の
新
燃
岳
や
硫
黄

山
の
火
山
活
動
、
九
月
の
台
風
二
十

四
号
な
ど
と
い
っ
た
自
然
災
害
に

よ
っ
て
、
多
く
の
会
員
事
業
所
が
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
本
会
で
は
、
被

災
し
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
一
刻
で
も
早
い
事
業
の
再
開
や
継

続
に
向
け
て
、
今
後
も
迅
速
か
つ
円

滑
な
支
援
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
昨
年
十
一
月
に
は
、「
第

六
回
商
工
会
自
慢
み
や
ざ
き
よ
か
も

ん
市
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
二
日
間

で
二
万
二
千
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い

盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
各
位
の

ご
支
援
の
賜
も
の
と
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　

さ
て
、
本
会
で
は
、
本
年
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
会
員
事
業
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
事
業
承
継
に
つ

き
ま
し
て
は
、
事
業
承
継
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
を
活
用
し
、
事
業
承
継

支
援
の
充
実
を
図
り
、
円
滑
な
事
業

承
継
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
経
営
発

達
支
援
計
画
の
認
定
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
は
三
十
五
商
工
会
す
べ
て

が
認
定
商
工
会
と
な
り
、
計
画
を
着

実
に
実
施
で
き
る
よ
う
他
の
支
援
機

関
と
も
連
携
し
な
が
ら
引
き
続
き
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
、
軽
減
税
率
制

度
の
導
入
、
さ
ら
に
は
、
働
き
方
改

革
な
ど
、
新
た
な
経
営
課
題
へ
の
対

応
も
迫
ら
れ
る
な
ど
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
。 

　

本
会
で
は
、
各
商
工
会
と
一
体
と

な
っ
て
、「
す
べ
て
は
会
員
の
た
め

に
」
と
い
う
理
念
の
下
、
会
員
事
業

所
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
、
組
織

を
あ
げ
て
会
員
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
よ
り
良
き
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

宮
崎
県
商
工
会
連
合
会

会
長  

淵
上
鉄
一

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
三
十
一
年
の

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

昨
今
の
我
が
国
経
済
は
、
企
業

収
益
や
雇
用
情
勢
の
改
善
な
ど
が

み
ら
れ
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
に

あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
若
年
層

を
中
心
に
地
方
圏
へ
の
移
住
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
外
国
人

観
光
客
の
増
加
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
高
ま
り
な
ど
、
我
々

商
工
会
地
域
に
は
新
た
な
可
能
性

も
数
多
く
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。 

　

昨
年
十
一
月
に
開
催
し
た
第
五

十
八
回
商
工
会
全
国
大
会
で
は
、

大
型
の
経
済
対
策
の
実
施
や
小
規

模
事
業
者
へ
の
支
援
策
の
大
幅
な

拡
充
な
ど
に
加
え
、
一
次
産
業
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
組
織
と
の

連
携
推
進
に
つ
い
て
も
決
議
い
た

し
ま
し
た
。
商
工
会
が
、
地
域
経

済
の
牽
引
者
と
し
て
、
地
域
一
丸

と
な
っ
て
課
題
解
決
に
あ
た
る
こ

と
で
真
の
地
方
創
生
を
実
現
で
き

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
今
年
は
、
昨
年
よ
り
見

直
し
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
第

二
期
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
り
ま

す
。
審
議
を
通
じ
て
感
じ
る
の
は

商
工
会
が
、
小
規
模
企
業
政
策
の

中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
こ
れ
か

ら
も
そ
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
期
待
に
応
え
る

た
め
に
も
、
新
た
な
計
画
の
も
と

打
ち
出
さ
れ
る
支
援
制
度
を
十
分

に
活
用
し
、
組
織
を
あ
げ
て
小
規

模
事
業
者
の
経
営
支
援
、
地
域
経

済
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。 

　

加
え
て
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
、
働
き
手
の
不
足
な
ど
の
社

会
的
課
題
や
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
、
軽
減
税
率
制
度
の
導
入
、
働

き
方
改
革
な
ど
、
制
度
面
で
も
新

た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
き
め
細
や

か
な
伴
走
型
支
援
が
重
要
で
あ
る

と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
予
算
・
人

員
で
十
分
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
組
織
体
制
を
改
め
て
見
つ
め

直
す
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

　

昨
年
五
月
に
全
国
連
会
長
に
就

任
し
て
以
降
、
全
国
各
地
に
足
を

運
び
、
国
に
対
す
る
要
望
を
は
じ

め
、
地
域
課
題
、
さ
ら
に
は
商
工

会
の
今
後
の
あ
り
方
な
ど
、
未
来

を
見
据
え
て
様
々
な
こ
と
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
全
国
津
々
浦
々
の
声
を
ひ
と

つ
に
し
、
地
域
に
根
差
し
た
唯
一

の
経
済
団
体
と
し
て
、
そ
の
責
務

を
果
た
す
べ
く
邁
進
い
た
し
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員

の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り

ま
し
て
、
本
年
が
大
き
く
飛
躍
す

る
年
と
な
り
、
明
る
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。 平

成
三
十
一
年　

元
旦

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

　

日
頃
よ
り
宮
崎
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
支

援
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

　

さ
て
、
昨
年
の
日
本
経
済
を
振

り
返
る
と
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
化
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
や

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
る
情

報
通
信
技
術
が
進
み
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
の
電
子
商
取
引

の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

　

本
年
度
、
宮
崎
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
は
結
成
五
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
う

し
た
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
経

済
の
波
に
も
の
ま
れ
る
こ
と
な

く
、
五
十
周
年
を
契
機
に
、
改
め

て
県
下
青
年
部
員
一
丸
と
な
っ

て
、
地
域
経
済
の
発
展
に
努
め
て

参
る
所
存
で
す
。 

　

最
後
に
、
本
県
青
年
部
員
の
皆

様
の
今
年
一
年
の
ご
繁
栄
、
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

　

平
素
よ
り
、
県
女
性
連
事
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

昨
年
は
、
女
性
部
九
州
大
会(

宮

崎
大
会)

を
部
員
一
丸
と
な
り
盛
大

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

契
機
に
、
今
年
も
部
員
間
の
交
流

を
積
極
的
に
行
い
、
女
性
部
組
織

の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

も
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

全国商工会連合会

会長  森 　 義 久

宮崎県商工会青年部連合会

会長  野 口 俊 和  

宮崎県商工会女性部連合会

会長  長 友 順 子
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拶
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拶
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拶
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新
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　会員の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えのこ

ととお慶びを申し上げます。 

　本年は、平成時代に幕を下ろし５月からは新しい元号にな

り、10月には消費税増税が予定されるなど、歴史的な転換

期を迎えることになります。 

　小規模事業者の経営環境はさらに厳しくなることが予想さ

れますが、このような時期こそ、事業者同志が連携し知恵を

出し合い、工夫することが必要です。今後も行政と一体と

なって地域の商工業の振興に努めてまいります。会員の皆様

にとりまして飛躍の年となりますようご祈念申し上げます。

中央ブロック

中央ブロック

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。日本国内では、

人手不足の顕在化が、賃金の上昇にも影響を及ぼし、ま

た、多くの中小企業における経営者の高齢化など、経営

者の悩みは尽きません。 

　我々商工会地域においても、同様に厳しい経営環境が

続いておりますが、それらの課題に真正面から挑み、環

境の変化をチャンスと捉え飛躍の年となるよう地域商工

業の振興に尽力してまいります。 

　本年が皆様にとりましてより良い年となりますようご

祈念申し上げます。 

都北ブロック

各ブロック 新年の抱負

中央地区商工会長会 

会長 菅 　 修 蔵  （国富町商工会会長）

都北商工会連絡協議会

会長 河 野 一 治（荘内商工会会長）

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

　平成30年の県西地区は新燃岳の噴火とえびの高原硫黄

山の噴火による河川の白濁・稲作の断念などにより消費

が低迷した１年でありました。 

　このような中、県西地区では４商工会が連携しスポー

ツ大会を実施するなど親交を深めるとともに情報交換を

密にして商工会運営を進めて参りました。今年は亥年、

更なる高みを目指して猪突猛進で頑張ります。 

　本年が会員の皆様・地域の皆様にとって良い年となり

ますようご祈念申し上げます。 

県西ブロック

　新年あけましておめでとうございます。 

　皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えのこと

とお慶び申し上げます。 

　さて、商工会を取り巻く環境は少子高齢化・人口減少

による消費の低迷や、経営者自身の高齢化、後継者不足

などにより厳しさを増しています。 

　そのような状況ではありますが、われわれ商工会の使

命を改めて明確にし、果たすべき役割を確実に実践して

参りたいと思います。 

　最後に本年が皆様にとりまして良い年になりますよう

ご祈念申し上げます。 

西都・児湯ブロック

県西商工会連絡協議会

会長 白 石 昌 彦 （えびの市商工会会長）

西都・児湯地区商工会長会

会長 上米良　玲 （西米良村商工会会長）

　新年、明けましておめでとうございます。 
 会員の皆様方におかれましては、穏やかな初春をお迎え
のこととお慶び申し上げます。
 さて、各地域における小規模事業者の経営環境は、年々、
厳しさが増幅していることはご承知のとおりです。 
 このような時だからこそ、地域に根付いた経営支援を実
践している商工会が力を発揮できる時であると思います。 
 経営改善普及事業及び経営発達支援事業等を積極的に展
開しつつ、地域において信頼される存在となるよう皆様
とともに歩んで参りたいと存じます。
　本年も、皆様方にとりまして、良い年、実り多き年で
あることをご祈念申し上げます。 

日向・東臼杵ブロック

　新年あけましておめでとうございます。 

　近年の自然災害は大きな災害が発生して不安な気持ち

を抱かずにはいられません。それに加えて少子高齢化の

影響が中小企業・小規模事業者を苦しめています。 

　しかし明るい出来事もあります。昨年11月11日に九州

高速道路「日之影深角～高千穂」が開通しました。2.8キ

ロではありますが西臼杵初の高速道路です。これを機に

全線開通に向けて整備が前進することを願っています。 

　おわりに、本会が会員の皆さまにとりましてすばらし

い年になりますことをご祈念申し上げます。

県北ブロック

日向・東臼杵地区商工会長会

会長 中 田 政 雄 （諸塚村商工会会長）

県北部地区商工会連絡協議会

会長 後 藤 和 博 （高千穂町商工会会長）
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第
五
十
八
回
商
工
会
全
国
大
会
が
、
十
一
月
十
五
日

（
木
）
東
京
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
か
ら

商
工
会
及
び
青
年
部
・
女
性
部
の
代
表
者
約
三
千
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

大
会
で
は
、
開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
森
義
久
会
長

（
鹿
児
島
県
連
会
長
）
が
挨
拶
し
、
菅
義
偉
官
房
長
官
、
磯

崎
仁
彦
経
済
産
業
副
大
臣
・
𠮷
川
貴
盛
農
林
水
産
大
臣
等
よ

り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　

次
に
、

一.

「
地
方
を
元
気
に
す
る
大
型
経
済
対
策
の
実
施
」

二.

「
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援
策
の
大
幅
拡
充
」

三.

「
地
方
創
生
に
向
け
た
農
商
工
連
携
の
推
進
」

四.

「
消
費
税
増
税
・
軽
減
税
率
へ
の
万
全
な
対
策
を

　
　

は
じ
め
と
す
る
事
業
環
境
の
整
備
」

五.

「
被
災
地
域
の
復
興
支
援
と
共
済
等
を
活
用
し
た

　
　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
の
推
進
」

六.

「
会
員
増
強
・
組
織
率
向
上
に
よ
る
組
織
強
化
」

の
六
項
目
に
つ
い
て
、
荒
尾
孝
司
大
会
副
会
長
（
北
海
道
連

会
長
）
が
意
見
表

明
を
行
い
、
大
会

決
議
が
満
場
の
拍

手
を
も
っ
て
決
議

さ
れ
ま
し
た
。 

　

引
き
続
き
、
経

営
改
善
普
及
事
業

に
関
す
る
中
小
企

業
庁
長
官
表
彰
、

全
国
連
会
長
表
彰

及
び
事
業
推
進
優

良
商
工
会
表
彰
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

経
営
改
善
普
及

事
業
に
関
す
る
功

労
者
等
表
彰
の
本

県
の
被
表
彰
者
は
、

次
の
方
々
で
す
。

第
五
十
八
回
商
工
会
全
国
大
会

第
五
十
八
回
商
工
会
全
国
大
会

全国大会会場の様子

第58回商工会全国大会に係る表彰の被表彰者一覧

１. 中小企業庁長官表彰

2. 全国商工会連合会長表彰

3. 事業推進優良商工会等表彰
  （商工会法施行55周年特別枠部門）

4. 事業推進優良商工会等表彰（共済部門）

（1）優良商工会…五ヶ瀬町商工会 

（2）優良青年部…野尻町商工会青年部

（3）優良女性部…北郷町商工会女性部

（4）役員功労者

鈴 木 藤 見（高岡町商工会 理事） 

小 野 敏 治（川南町商工会 理事）  

安 藤 洋 之（川南町商工会 理事） 

（5）女性部功労者 

長 友 順 子（県女性部連合会 会長） 

（6）優良常勤役職員

甲 斐 定 治（県商工会連合会 経営支援センター所長）

中 園 暁 美（高崎町商工会 経営・情報支援員） 

（1）優良青年部…荘内商工会青年部

（2）優良女性部…中郷商工会女性部 

（3）役員功労者

金 子 泰 彦（清武町商工会 副会長）

長 友 　 工（宮崎市生目商工会 会長）

川 越 　 修（国富町商工会 副会長）

山 内 貴 生（国富町商工会 副会長）

黒木 兼一郎（三股町商工会 前会長） 

筒 井 英 夫（三股町商工会 前監事） 

去 川 信 行（三股町商工会 理事） 

山 領 三 明（三股町商工会 副会長） 

長友 紀余志（三股町商工会 監事） 

高 濱 守 正（山之口町商工会 前理事）

森 下 隆 人（高城町商工会 監事）

小河原 昭好（高城町商工会 理事）

森 元 良 三（山田町商工会 監事）

大 迫 　 勉（高崎町商工会 前会長）

増 田 勇 作（高原町商工会 副会長）

若 松 茂 利（高原町商工会 理事）

山口 敬一郎（高原町商工会 理事）

原 田 　 豊（高原町商工会 理事）

大 原 憲 司（新富町商工会 監事）

黒 木 文 也（東郷町商工会 理事）

（4）青年部功労者 

髙 野 恵 一（県青年部連合会 副会長）

（5）女性部功労者 

椎葉 つや子（県女性部連合会 前副会長）

（6）優良常勤役職員 

福丸 タミ子（高原町商工会 事務局長）

山 下 裕 二（山田町商工会 経営指導員） 

山口 真由美（川南町商工会 経営・情報支援員） 

花岡 美智子（三股町商工会 経営・情報支援員） 

甲 斐 純 子（延岡市三北商工会 経営・情報支援員）

（1）巡回訪問強化

新富町商工会 

（1）商工貯蓄共済 純増口数基準 

山田町商工会 

　

宮
崎
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
「
後
継
者

人
材
バ
ン
ク
」
と
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
が
連
携
し
た
事
業

引
継
ぎ
が
川
南
町
商
工
会
の
会
員
事
業
者
で
成
約
し
、
十
一
月

九
日
（
金
）
、
川
南
町
役
場
に
お
い
て
事
業
譲
渡
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　

今
回
事
業
引
継
ぎ
を
行
っ
た
の
は
、
「
な
か
む
ら
屋
」
（
代

表 

中
村
昭
人
氏
）
で
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
プ
リ
ン
ト
加
工
や
販

売
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
地
元
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
お
店
で

し
た
が
、
代
表
で
あ
る
中
村
氏
が
叔
父
の
企
業
の
経
営
に
携
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
引
継
ぎ
手
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
、
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
東
京
都
か
ら
移
住
し
、

川
南
町
に
根
付
き
た
い
意
向
を
強
く
持
っ
て
い
た
高
萩
誠
氏
が

興
味
を
示
し
ま
し
た
。 

　

し
か
し
、
高
萩
氏
は
事
業
経
営
が
初
め
て
で
、
事
業
資
金
の

確
保
な
ど
引
継
ぎ
に
向
け
て
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
相
談
を
受
け
た
川
南
町
商
工
会
は
、
宮
崎
県
事
業
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
円
滑
な
事
業
承
継
に
向
け
た
支
援

に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　

商
工
会
で
は
、
高
萩
氏
に
対
し
、
創
業
塾
等
を
通
し
て
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
創
業
計
画
書
の
作
成

支
援
や
創
業
資
金
の
借
入
に
向
け
た
金
融
機
関
と
の
調
整
、
町

の
創
業
補
助
金
の
申
請
を
行
う
な
ど
、
熱
心
な
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
村
氏
と
高
萩
氏
そ
れ

ぞ
れ
の
意
向
を
伺
い
、
譲
渡
条
件
等
を
整
理
し
、
専
門
家
を
交

え
な
が
ら
基
本
合
意
書
、
事
業
譲
渡
契
約
書
等
の
作
成
を
支
援

し
ま
し
た
。 

　

そ
の
結
果
、
中
村
氏
、
高
萩
氏
が
と
も
に
自
信
を
持
っ
て
引

き
継
げ
る
体
制
が
整
い
、
今
回
の
調
印
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

　

な
お
、
「
後
継
者
人
材
バ
ン
ク
」
を
活
用
し
た
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
へ
の
事
業
引
継
ぎ
は
、
今
回
が
全
国
初
の
事
例
と

の
こ
と
で
す
。 

川
南
町
商
工
会
が

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
へ
の
事
業
承
継
を
支
援

川
南
町
商
工
会
が

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
へ
の
事
業
承
継
を
支
援

記者の質問に答える「なかむら屋」の
中村昭人代表（左）と承継者の高萩誠氏（右）
記者の質問に答える「なかむら屋」の
中村昭人代表（左）と承継者の高萩誠氏（右）

調印式の様子調印式の様子

4

平成31年1月 Vol.573商工連みやざき



　県商工会連合会では7月20日の全県商工会長会で採択された決議事項の実現を目指し

て、11月14日、淵上鉄一会長、松浦正明副会長、山元浩之副会長、永出明副会長、福岡浩

一理事、奥野信利専務理事が本県選出国会議員及び商工会関係国会議員に要望活動を行

いました。 

　要望した国会議員は、次のとおりです。 

　衆議院：武井俊輔議員、江藤拓議員、古川禎久議員、 

　参議院：松下新平議員、長峯誠議員、松村祥史議員、

　　　　　渡辺猛之議員、宮本周司議員 

　要望では、淵上会長が要望書を手渡した後、奥野専務理

事が内容を説明。その後、意見交換を行いました。 

　また、全県商工会長会の決議事項に加え、「第58回商工

会全国大会の決議に関する陳情」も併せて行いました。 

　11月21日（水）～22日（木）に、商工会青年部全国大会（広島大会）が広島グリー

ンアリーナにて開催され、全国から総勢約3,500名の青年部員が参加しました。 

　１日目は、全国６ブロック７名の代表者による主張発表大会が行われ、青年部活動を

通じて培ってきたこと、学んできたこと等について発表を行いました。 

　最優秀賞には、「青年部活動を通じて貫いた志」をテーマに掲げ、青年部活動で取り

組んだ職業体験イベントを通じて変化した自身の経営に対する考え方などを踏まえて発

表された、中部ブロック代表の愛知県みよし商工会青

年部の渡邉貴志さんが選ばれました。 

　商人ネットワークＰＲでは、全国へ販路拡大を望む

12社が自社商品等のＰＲを行い、個性豊かなプレゼン

で会場を大いに盛り上げました。 

　２日目の基調講演では、青山学院大学陸上競技部長距離ブロック監督の原晋氏が「明日

から取り入れたい！チームリーダーができる最強の思考改革」をテーマに講演を行い、自

身の過去のビジネス経験を活かした選手の育成手法等について実体験を交えながら話をさ

れました。 

　大会スローガンに掲げられていた『○（WA）～和我技笑話環～』に相応しく、全国の

青年部員等の交流の輪を広げられた大変実りのある２日間となりました。 

要望活動の様子（江藤拓議員）

講演をされる原晋氏

主張大会で最優秀賞に輝いた

渡邉貴志さん（写真左）と

全国連森会長（写真右）

世界文化遺産「姫路城」での集合写真

女性部事業表彰にて目録を贈呈される

蒲生芳子さん（写真左） 

要望活動の様子（松村祥史議員） 要望活動の様子（松下新平議員）

本県選出国会議員へ｢全県商工会長会決議｣等を要望 

第20回商工会青年部全国大会（広島大会）

　11月6日（火）兵庫県神戸市の神戸ポートピアホテルにおいて、「第20回商工会

女性部全国大会（兵庫大会）」が開催されました。全国各地より2,400名の女性部員

が一堂に会し、本県からも29名の部員が参加しました。 

　大会は、サンバの華やなオープニングに続き、

女性部事業表彰では、荘内商工会女性部の蒲生芳

子さんに「女性の創業等支援助成金事業」の目録

が贈呈されました。 

　また、全国6ブロックの代表による主張発表は、佐賀県代表太良町商工会女性部の海田

久子さんが最優秀賞を受賞され、これで３年連続、九州ブロックが最優秀賞を受賞すると

いう素晴らしい結果となりました。 

　翌日は、淡路島まで足を延ばし現地の女性部よりおもてなしを受けた後、大迫力の世界

最大級の渦潮クルーズを楽しみました。この他、世界文化遺産の姫路城や明石の魚の棚商

店街等を視察し、見聞を深める有意義な研修を行いました。 

第20回商工会女性部全国大会（兵庫大会） 

大団円フィナーレ
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お
父
さ
ん
の
し
ご
と 

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
で
ん
き

こ
う
じ
し
で
す
。 

　

エ
ア
コ
ン
を
と
り
つ
け
た
り
、

し
ょ
う
め
い
を
と
り
つ
け
た
り
、

で
ん
き
が
つ
か
え
る
よ
う
に
こ
う

じ
す
る
お
し
ご
と
で
す
。 

　

ぼ
く
は
、
お
父
さ
ん
が
、
し
ご

と
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
こ

と
は
あ
ん
ま
り
な
か
っ
た
け
ど
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
エ
ア
コ
ン

を
と
り
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　

あ
な
を
あ
け
る
ど
う
ぐ
で
あ
な

を
あ
け
た
り
、
き
ゃ
た
つ
で
た
か

い
と
こ
ろ
に
の
ぼ
っ
た
り
、
お
も

い
室
外
き
を
は
こ
ん
だ
り
、
た
く

さ
ん
の
ど
う
ぐ
を
こ
し
に
つ
け
て
、

あ
せ
を
た
く
さ
ん
か
き
な
が
ら
し

ご
と
を
し
て
い
る
お
父
さ
ん
を
見

て
、
と
て
も
た
い
へ
ん
そ
う
だ
っ

た
け
ど
、
た
の
し
そ
う
だ
な
ぁ
と

お
も
い
ま
し
た
。 

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
す
ず
し
く

な
っ
て
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
、

ぼ
く
も
う
れ
し
い
き
も
ち
に
な
り

ま
し
た
。 

　

お
父
さ
ん
も
う
れ
し
そ
う
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
　

 

　

お
父
さ
ん
は
、
毎
日
お
し
ご
と

で
お
そ
く
な
っ
て
も
ぼ
く
の
サ
ッ

カ
ー
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
い
っ
し
ょ

に
し
て
く
れ
た
り
、
休
み
の
日
に
は
、

ぼ
く
の
し
あ
い
の
お
う
え
ん
を

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
し
て
く
れ

ま
す
。 

　

ぼ
く
は
、
そ
ん
な
お
父
さ
ん
が

大
す
き
で
す
。 

　

大
き
く
な
っ
た
ら
、
ぼ
く
も
お

父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
し
ご
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。 

永
野 

蒼
士
く
ん　

（
宮
崎
市
立
高
岡
小
学
校
二
年
）

フ
レ
ン
ド
サ
ポ
ー
ト

　

［
高
岡
町
商
工
会
］

   

な
が
の
　
　 

あ
お
し

2月～3月 イベント・セミナーカレンダー
日程 イベント名・セミナー名 会場 内容 主催者・問合せ先

2月

3月

２月１０日（日）

２月１５日（金）

２月１７日（日）

３月１７日（日）

京町二日市

はんきゅう軽トラ市

第19回賑わい年金の日朝市

たかはるよりどり交流市『軽トラ市』

第19回綾雛山まつり

みまたん駅前よかもん市

第150回定期朝市「トロントロン軽トラ市」

初午大祭・グルメ市

はんきゅう軽トラ市

たかはるよりどり交流市『軽トラ市』

みまたん駅前よかもん市

第34回さくらフェスタ高城

第151回定期朝市「トロントロン軽トラ市」

JR京町温泉駅前通り周辺

山之口駅前広場

綾町中央通り商店街

川南町トロントロン商店街

稲荷神社近辺

高城町観音池公園

川南町トロントロン商店街

２ 月 ２ 日（土）
   ～ ３ 日（日）

２月２３日（土）
～ ３月３日（日）

３月２４日（日）

３月１０日（日）

２月２４日（日）

南九州で随一のマンモス市！100年もの歴史を持つイベントで植木、骨董、特
産品など約400店もの露店が並び、毎年約10万人の買い物客で賑わいます。

えびの市商工会
（0984-35-1544）

清武活性化委員会
（0985-85-0173：清武町商工会）

山之口町商工会
（0986‐57‐2016）

たかはるよりどり交流市協議会事務局
（0984-42-2115）

綾町商工会・女性部
（0985-77-0017）

みまたん駅前よかもん元気会　
（0986-52-3131）

川南町商工会　担当：井㞍　　　
（0983-27-0501）

国富町商工会・青年部
（0985‐75‐2211）

清武活性化委員会
（0985-85-0173：清武町商工会）

たかはるよりどり交流市協議会事務局
（0984-42-2115）

みまたん駅前よかもん元気会　
（0986-52-3131）

さくらフェスタ高城実行委員会
（0986-58-2020）

川南町商工会　担当：井㞍　　　
（0983-27-0501）

海産物・工芸品・竹細工・雑貨・手芸・コーヒー・みそ・醤油・お好み焼等、様々な品物
を見ながらお買い物をしていただいています。（午前9時～12時まで開催、雨天決行）

約20店舗以上の出展者が軒を連ねる人気の朝市です。

町中央商店街の賑わい創出を目的に、商工業・農畜産業の地場産品並びに海産物を軽トラッ
クにて販売します。地元商店街の店主の皆さんは、店先で割引商品をワゴンで販売します。

内孫の長女の初節句に健やかな成長を願って造られた雛山。雛人形を飾る山には本物の苔や岩
が使われ、各家庭で趣向を凝らした雛山が見られるという全国的に類のない歴史的伝統文化です。

三股の特産物販売や、抽選会等が行われ、女性部は毎回
大好評の焼きそば等を出店します。

軽トラ（軽ワゴン）の荷台に農作物や海産物、日用品や加工品
などの品物を乗せて販売する朝市です。（8：00～11：45開催）

稲荷神社近辺の旧道において、県内の商工会や企業等による「グルメ市」等が開
催される予定です。なお、初午大祭では、稲荷神社境内において、「大力餅運び」
や「剣柄稲荷神社剣道大会」なども開催されます。今年で4回目となりますが、毎年
9,000人を超える賑わいで、国富町の一大イベントの一つとして定着しつつあります。

海産物・工芸品・竹細工・雑貨・手芸・コーヒー・みそ・醤油・お好み焼等、様々な品物
を見ながらお買い物をしていただいています。（午前9時～12時まで開催、雨天決行）

町中央商店街の賑わい創出を目的に、商工業・農畜産業の地場産品並びに海産物を軽トラッ
クにて販売します。地元商店街の店主の皆さんは、店先で割引商品をワゴンで販売します。

三股の特産物販売や、抽選会等が行われ、女性部は毎回
大好評の焼きそば等を出店します。

ステージイベントや抽選会などが行われます。高城の桜の下、
素敵な一日をお過ごしください！

軽トラ（軽ワゴン）の荷台に農作物や海産物、日用品や加工品
などの品物を乗せて販売する朝市です。（8：00～11：45開催）

清武文化会館前 
(歩行者天国)

清武文化会館前 
(歩行者天国)

高原町中央商店街
歩行者天国

三股町物産館
よかもんや駐車場

三股町物産館
よかもんや駐車場

高原町中央商店街
歩行者天国

≪消費税軽減税率対策お済みですか？≫ ～残り1年を切りました！～ 
　いよいよ今年の10月1日から、消費税率の引き上げと軽減税率制度が実施されます。制度の導入に伴い、事業者の皆

様には、「複数税率に対応した経理」や「レジの改修・購入」などを行っていただく必要があります。 

　対策の一環として、軽減税率に対応するために必要なレジを購入・改修する際に経費の一部を補助する「軽減税率対策

補助金」があります。 

　締切間近は申請が殺到し、補助金が利用できなくなる可能性があります。検討されている方は、

お早めに設置・申請を行ってください。 

※2019年9月30日までに導入・改修し、支払いまで終えたレジが対象となります。 

詳しくは、軽減税率対策補助金　で検索！ 
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　平成30年分の所得税及び復興特別所得税、平成30年１月１日から平成30年12月31日までの課税期間における消費税及

び地方消費税の確定申告期間は、以下の日程となっております。

　○所得税及び復興特別所得税…平成31年２月18日（月）から平成31年３月15日（金）まで。

　○消 費 税 及 び 地 方 消 費 税…平成31年２月18日（月）から平成31年４月 １ 日（月）まで。

　申告期限間近になりますと、申告相談会場は大変混雑し、長時間かかる場合もあります。申告は早めにお済ませください。

　なお、国税庁ホームページ「確定申告書作成コーナー」で作成した確定申告書はe-Taxを利用して

提出でき、また印刷して所轄税務署へ郵送等により提出することもできますので、是非ご利用くださ

い。詳しくは、お近くの税務署にお尋ねください。

　また、商工会では、決算・申告等のための経理サポートサービスを行っています。ご相談は、お近

くの商工会までお尋ねください。

確定申告は 正しく お早めに 

　ケーキハウスくるみの里は、小林市と都城市を結ぶ国道の途中にある高原町に平成21年5

月オープンした店です。名前のとおり、店の横には樹齢100年のくるみの木があり、10月頃に

はたわわに実ったくるみの収穫時期を迎えます。収穫したくるみを使用したお菓子等を製造販

売しています。 

①補助事業に取り組んだきっかけ 

　開店当初から、「食べた人がほっこりできる商品」を目指し、食材にこだわり、添加物を極力

使用せず、ひとに優しい商品開発に取り組んでいます。そんな中、ふるさと納税制度が開始さ

れ、当店の「ふーちゃんのチーズバー」が「ふるさと納税返礼品」の一つに取り上げられました。

納税者からの評価も高く「ふるさとチョイス2016年ふるさと納税なんでもランキングみん

なが選ぶお礼の品TOP30 ～菓子～」で全国2位になることができました。また、平成27年

12月には雑誌日経トレンディ「得するふるさと納税駆け込みガイド」にも掲載されました。 

　しかし、近辺には有名なケーキ屋さんがあり、地元の皆様に「食べた人がほっこりできる商

品」を浸透させることは安易なことではありません。そこで、全国2位になった商品を前面に

出した看板を作成しようとしたことがきっかけでした。

②事業内容・効果 

　看板を作成するにあたって思ったことが、走っている車から、いかに看板を見てもらうかで

した。小林市と都城市を結ぶ幹線道路ですので、通行量はそこそこありますが、小さなケーキ

屋さんを見てくださる方は少ないです。ただ、幸いなことに信号機が近くにあり、信号待ちの

車が店の前まで並びます。そこで、まず、走行中の車用に、運転席から見て斜め前方になるよ

うに大きな立て看板を設置しました。次に、信号待ちしている車用に、道路に面している店舗

の壁および店舗入り口の上部に看板を取り付けました。そして、それぞれの看板にメインとな

る商品を掲載し、さらに「ふるさと納税菓子部門全国2位実績」の文字を記載しました。 

　効果としては、「全国2位の商品はどれ？」とか「ケーキ屋さんだとは知らなかった」とか「看

板を見たから来ました」とかで、今まで来られなかったお客様の集客に繫がり、弊社の認知度

も向上しました。 

③事業者の声 

　今回の補助事業により弊社の認知度は向上し、集客力もアップしてきましたが、まだまだ十

分な成果とは言えません。高原町民の方でも「ケーキハウスくるみの里」を知らない方が多数

おられます。まずは地盤固めが必要だと思います。新聞折込チラシ・各種情報網の活用や、お

客様と直接触れ合うことのできるイベントへの積極的な参加を大事にし、お客様のニーズに

合った「食べた人がほっこりできる新商品」の開発に取り組んでいきます。そして、高原町民

だけでなく近隣市町村の方からもご来店いただけるような店舗づくりを目指します。このよ

うな取り組みをするためにも、また小規模事業者持続化補助金を活用することを検討してい

るところです。 

　これからも、「ケーキハウスくるみの里」の商品で『あなたの笑顔を咲かせたい』。 

ケーキハウスくるみの里
所 在 地：宮崎県西諸県郡高原町大字西麓1021

代表者名：野村 フミ代

営業時間：10：00 ～ 19：00

電　　話：0984‐42‐1488

定 休 日：木曜日

店舗外観店舗外観

補助金を活用して設置した看板補助金を活用して設置した看板

補助金を活用して設置した看板補助金を活用して設置した看板

代表の野村フミ代さんと夫の健一さん代表の野村フミ代さんと夫の健一さん

「H28補正 小規模事業者持続化補助金」活用事例紹介

ケーキハウスくるみの里（高原町商工会）

じぞてぃ

※ケーキハウスくるみの里さんは、11 月3、4 日に

開催した「第6 回商工会自慢！みやざきよかもん

市」のときめきスイーツコンテストにも「ふーちゃ

んの生チョコバー」でエントリーし、来場者の投

票の結果、見事グランプリに輝きました！

　（よかもん市に関する記事は、8 ページに掲載し

ています。）
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和太鼓フェスタ
和太鼓フェスタ

今年もみやざき犬がやってきました
今年もみやざき犬がやってきました

青空の下、多くの来場者で大盛況！
青空の下、多くの来場者で大盛況！

第6回 商工会自慢！ みやざきよかもん市開催！ 第6回 商工会自慢！ みやざきよかもん市開催！ 
　11 月 3 日（土）、4 日（日）の 2 日間、秋晴れのもと、宮崎市役所裏の大淀川河川敷

において「第 6 回商工会自慢！みやざきよかもん市」を開催しました。 

　よかもん市は、県内商工会員自慢の商品やサービスを一堂に集め、多くの消費

者に紹介し、商品改良や販路開拓等を支援するために開催しています。今年は、

商工会地域の地場産品等の物産販売やグルメな

ど 66 の事業所が出展しました。

　ステージでは、県内各地から 6 つの団体が参

加した和太鼓フェスタや、ラジオの公開生放送

などが行われ、「よかもん市」を盛り上げました。 

　「よ か も ん 市」は 2 日 間 で 22,000 人 が 来 場 し、

盛会のうちに終了することができました。会員

事業者や商品の魅力を、来場者の皆様に PR する

ことができた 2 日間でした。 

　4 日（日）は、MRT ラジオ

の人気番組「らじもん！」の

公開生放送が今年も開催さ

れました。 

　その中で行われた、「よか

もん DE コレクション」では、

6 事業所が、MC の方ととも

に、来場者や県内のリスナーに自慢の商品を PR しました。

その結果、「からあげ彦ちゃん」（高城町商工会）の『旨塩も

もからあげ 』が最高金賞に輝きました。 

　『旨塩ももからあげ 』は、店主が研究を重ねた独自の「旨

塩だれ」に漬け込んだ、あっさりしているけれどもジュー

シーな味わいを楽しめ、一度食べたらやみつきになるか

らあげです。 

　販売に関するお問い合わ

せは、「からあげ彦ちゃん」

（代 表：南 屋 丈 彦 ／ TEL：

080‐6445‐0665）までお願い

いたします。

　11 月 16 日から 18 日までの 3 日間、東京池袋サンシャインシティにて、ニッポン全国物

産展が今年も開催されました。全国からは365事業所、宮崎県からは「NPO法人ごんはる（北

郷町商工会）」「（株）酒蔵王手門（北郷町商工会）」「櫻の郷酒造（株）（北郷町商工会）」「（株）

井ヶ田製茶北郷茶園（北郷町商工会）」「（有）K&A（新富町商工会）」「（株）水永水産（門川町商

工会）」「ケーキハウスくるみの里（高原町商工会）」「（株）

ウェルネス（三股町商工会）」の 8 事業所が参加しました。

たくさんのご参加ありがとうございました。 

　イベント期間中は多くの来場者で賑わい、出展者の

方も、積極的にコミュニケーションをとりながら商品の PR を行っていました。 

　これからも会員の皆様に参加していただき、販売力向上や販路拡大のきっかけにし

ていただければと思います。 

ニッポンのイチオシ集結！ ニッポン全国物産展2018会場レポート 

　毎年恒例となった「ときめ

きスイーツコンテスト」は、

今年も販売開始前から長蛇

の行列ができました。各日

250 セット準備されたスイー

ツはすぐに完売しました。 

　投票の結果、「ケーキハウ

スくるみの里」（高原町商工会）の『ふーちゃんの生チョコ

バー』が見事グランプリに輝きました。 

　『ふーちゃんの生チョコバー』は、バターとアーモンド

パウダーを使った香ばしいビスケット生地の上に、濃厚

な生チョコレートの層を乗せた、口の中でとろける、ひ

んやりしたチョコレートバーです。　 

　販売に関するお問い合わ

せは、「ケーキハウスくるみ

の 里」（代 表：野 村 フ ミ 代 ／

TEL：0984‐42‐1488）までお

願いいたします。 

「よかもんDEコレクション」
最高金賞受賞商品 

「ときめきスイーツコンテスト」
グランプリ受賞商品 

宮崎ブースには多くのお客様が！
宮崎ブースには多くのお客様が！

来場者の方とのふれあいも
来場者の方とのふれあいも

旨塩ももからあげ ふ－ちゃんの生チョコバー

◀MC の方と商品を PR する南屋さん ◀表彰を受ける野村さん
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